
（別紙３）

〜 令和7年2⽉14⽇

（対象者数） 20名 （回答者数） 20名

〜 令和7年2⽉14⽇

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・卒業⽣からの話を聞き、⾼校卒業以降の⽅向についての情報を集
める。
・学校や他事業所から支援⽅法を聞き、活かす。

2 ・個別に提案できる課題や遊びを増やす。

○事業所名 社会福祉法人美谷会 結ふる美谷東京

○保護者評価実施期間 令和7年1⽉31⽇

○保護者評価有効回答数

令和7年1⽉31⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和7年2⽉26⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

・保護者との連携が取れている。
・安心して預けてもらえてる。

・連絡帳、電話、メール等を使用し、すばやく情報共有でき
る環境を作っている。
・保護者会で保護者と職員・保護者同⼠の交流を深め、情報
交換の場となっている。

・個々に合わせた支援を提供している。

・個性を理解し、支援⽅法を⼯夫している。
・担当制にして、信頼関係を築き、思いを伝えやすい環境作りして
いる。
・職員間で連携を取り、こまめな情報交換で誰でも対応できるよう
にしている。

事業所における自己評価総括表公表



3
・事業所以外で開催されるイベントも積極的に参加し、楽し
さを知ってもらう。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・祭りなど、地域のイベント情報を集め参加する。・まずは
初めての場や賑やかな場所が大丈夫な子、少人数で公共の場
を利用する。
ご家族、地域の⽅が参加できる事業所主催のイベントを開催
する。

2

・パーテーション等、空間を分けるための設備を増やす。
・事業所内を再度整理整頓し、不要な物を処分する。
・よく使用するものの場所を絵や写真で⽰し、視覚で理解で
きるようにする。
・公共の施設等、使えるところを調べる。

3
・継続して、要望書に活動報告を写真付きで掲載する。
・発信できる環境を整え、公開可能になれば保護者にお伝え
する。

・SNS等で発信ができていない。

・個人情報の配慮が必要なため、公開が難しいことがある。
・発信できる環境が不⾜している（使用できるハードウェア
が十分ではなく、スキルを持つスタッフが少ない。）
・ホームページはあるが定期的に活動内容を発信できる状況
ではない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・利用者の家族や（きょうだい）地域の⽅との交流が少ない。

・事業所以外の⽅とのつながりを求めている保護者ばかりで
はない。
・知り合い以外と関わることに慣れていない子もいる。
・直接交流できる機会が少ない

・スペースや環境⾯で十分でない部分があり、支援中⼾惑う
ことがある。

・設備や広さに限界がある。
・子どもの状況に合わせたスペースが少ない。（クールダウ
ン、勉強に集中できる個別の部屋）
・区の施設等、事業所以外でいつでも使用できる室内施設が
ない。
・視覚でのわかりやすさが⾜りない。

・季節に合わせたイベントに全員で参加することで、楽しさ
や達成感を感じることができる。
・地域の⽅から、事業所の活動に対しての認知が広がってい
る。

・事業所で季節ごとのイベントや誕⽣会を企画し、参加した
くなる気持ちを引き出す。
・全員が参加できるような環境づくりをしている。


